
投資回収年数 年

投資回収年

-

A.2　追加性に関する情報



バイオマス
固形燃料化

処理設備の使用
15.6 13.1%

排出量の算定を行う。

排出量の算定を行う。た
だし、排出量のモニタリ
ングを省略し、影響度に
より排出量を評価する。

排出量の算定を省略する。

バイオマス固形
燃料の運搬

バイオマス原料
の運搬

2.4

排出量の算定を行う。た
だし、排出量のモニタリ
ングを省略し、影響度に
より排出量を評価する。

排出量の算定を省略する。

2.0%

0.0

排出量の算定を行う。

数値

（式１）

155.2

ER

（１）ベースラインの付随的な排出活動

モニタリング・算定方法

36.0

A.3.2　排出削減量の算定で考慮する付随的な排出活動

プロジェクト実施後排出量 tCO2/年

排出量(tCO2/年)

排出量(tCO2/年) 影響度(％)排出活動

A.3　排出削減量の算定方法

A.3.1　排出削減量

記号 定義 単位

排出削減量 119.0

ベースライン排出量

対象設備の使用

モニタリング・算定方法

排出量の算定を行う

排出量の算定を行わない

tCO2/年

EM PJ

0

tCO2/年EM BL

（考え方）

付随的な排出活動である「バイオマス原料の運搬」「バイオマス固形燃
料の運輸」については影響度による算定を、「バイオマス固形燃料化処
理設備の使用」「対象設備に付帯する追加設備の使用」についてはモニ
タリングによる算定を行う

（考え方）
本プロジェクトで適用する方法論では、ベースラインの付随的な排出活
動は規定されていないため、付随的な排出活動は評価しない。

合計 0.0

（２）プロジェクト実施後の付随的な排出活動

排出活動

0.0%

排出量の算定を行う。

排出量の算定を行う。た
だし、排出量のモニタリ
ングを省略し、影響度に
より排出量を評価する。

排出量の算定を省略する。

対象設備に
付帯する追加
設備の使用

18.0 15.1%

排出量の算定を行う。

排出量の算定を行う。た
だし、排出量のモニタリ
ングを省略し、影響度に
より排出量を評価する。

排出量の算定を省略する。

合計 36.0 30.3%

PJBL EMEMER  PJBL EMEMER 



EM  PJ,S,process
バイオマス固形燃料化処理設備の使用におけ
るプロジェクト実施後排出量

tCO2/年 15.6

tCO2/年

F  PJ,transport.feedstock
プロジェクト実施後のバイオマス原料の運搬
における燃料使用量

kL/年 0.9

（２）付随的な排出活動

EMPJ_S　＝　EMPJ_S transporfteedstock　+　EMPJ_S transporbtiosolid + EM PJ,S,process +　EMPJ_S auxiliary （式4）

記号 定義

EM PJ プロジェクト実施後の主要排出量 0.0

A.3.3　プロジェクト実施後排出量

（１）主要排出活動

（考え方）
バイオマス固形燃料（木質チップ）を活用するため、プロジェクト実施
後の主要排出量は 0 tCO2/年である。

（式3）

記号 定義 単位 想定値

単位 想定値

EM PJ,S プロジェクト実施後の付随的な排出量 tCO2/年 36.0

EM PJ,S,transport,feedstoc

バイオマス原料の運搬によるプロジェクト実
施後排出量

tCO2/年 2.4

EM PJ,S,trasport,biosolid
プロジェクト実施後のバイオマス燃料の運搬
によるプロジェクト実施後排出量

tCO2/年 0.0

EM PJ,S,auxiliary
プロジェクト実施後の追加設備によるプロ
ジェクト実施後排出量

tCO2/年 18.0

EMPJ,S,transport,feedstoc　＝　F  PJ,transport.feedstock　×　HV PJ,trasport,feedstock　×　CEF PJ,transport,feedstock（式4）

記号 定義 単位 想定値

EM PJ,S,transport,feedstoc

バイオマス原料の運搬によるプロジェクト実
施後排出量

tCO2/年 2.4

CEF PJ,transport,feedstock

プロジェクト実施後のバイオマス原料の運搬
に使用する燃料の単位発熱量当たりのCO2排
出係数

tCO2/GJ 0.0689

HV  PJ,trasport,feedstock
プロジェクト実施後のバイオマス原料の運搬
に使用する燃料の単位発熱量

GJ/kL 38.0



－ デフォルト値（木質チップの場合） tCO2/t 0.05

EM  PJ,S,process
バイオマス固形燃料化処理設備の使用におけ
るプロジェクト実施後排出量

tCO2/年 15.6

PV PJ バイオマス固形燃料使用量 t/年 311.0

EM PJ,S,process = バイオマス固形燃料使用量(t)　×　0.05（tCO2/t) （式6）

記号 定義 単位 想定値

CEF electricity,t 電力のCO2排出係数 tCO2/kWh 0.000554

EL  PJ,axuiliary
プロジェクト実施後の追加設備における電力
使用量

kWh/年 32,439.0

tCO2/GJ 0.0689

F  PJ,transport,biosolid
プロジェクト実施後のバイオマス固形燃料の
運搬に使用する燃料使用量

kL/年 0.0

HV  PJ,trasport,biosolid
プロジェクト実施後のバイオマス固形燃料の
運搬に使用する燃料の単位発熱量（軽油）

EMPJ S transportbiosolid　＝　F PJ,transport,biosolid　×　HV PJ,trasport,biosolid　×　CEF PJ,transport,biosolid （式8）

記号 定義 単位 想定値

EM PJ S transportbiosolid

バイオマス固形燃料の運搬によるプロジェク
ト実施後排出量

tCO2/年 0.0

EMPJ,S,auxiliary= EL PJ,axuiliary×CEFelectricity,t （式9）

GJ/kL 38.0

CEF PJ,transport,biosolid

プロジェクト実施後のバイオマス固形燃料の
運搬に使用する燃料の単位発熱量当たりの
CO2排出係数（軽油）

記号 定義 単位 想定値

EM PJ,S,auxiliary
プロジェクト実施後の追加設備によるプロ
ジェクト実施後排出量

tCO2/年 18.0



A.3.4　ベースライン排出量の考え方

（１）ベースライン排出量の考え方

本方法論におけるベースライン排出量は、プロジェクト実施後の熱源設備による生成熱量
を、プロジェクト実施後の熱源設備からではなく、ベースラインの熱源設備から得る場
合に想定される CO2 排出量とする。

（２）ベースライン活動量（発電電力量、蒸気の供給量又は製品の生産量等）の算定式

QBL,heat,output　=　QPJ,heat,output　＝　FPJ,biosolid　×　HVPJ,biosolid （式11）

記号 定義 単位 想定値

Q BL,heat,output ベースラインの対象設備における生成熱量 GJ/年 1,866.0

Q PJ,heat,output
プロジェクト実施後の対象設備における生成
熱量

GJ/年 1,866.0

A.3.5　ベースライン排出量

（１）主要排出活動

HV PJ,biosolid,dry
プロジェクト実施後のバイオマス固形燃料の
絶乾ベースの単位発熱量

GJ/t 16.6

EMBL　=　QBL,heat, output　×　100/εBL　×　CEF BL,fuel （式b-5）

記号 定義 単位 想定値

EM BL ベースラインの主要排出量 tCO2/年 155.2

Q BL,heat, output ベースラインの対象設備による生成熱量 GJ/年 1,866.0

想定値

ε BL
ベースラインの対象設備のエネルギー消費効
率

％ 83.3

CEF BL,fuel
ベースラインの対象設備で使用する燃料の単
位発熱量当たりのCO2排出係数

tCO2/GJ 0.0693

（２）付随的な排出活動

（式　）

記号 定義 単位

WFC PJ,biosolid
プロジェクト実施後のバイオマス固形燃料の
含水率（湿量基準）

% 55.0

HVPJ,biosolid　=　（100　-　WFCPJ,biosolid）　×　HVPJ,biosolid,dry （式11）

F PJ,biosolid
プロジェクト実施後のバイオマス固形燃料使
用量

t/年 311.0



（１）活動量（燃料消費量、生成熱量、生産量等）

過去のチップ
使用量実績

A.4.1　モニタリング計画

kWh/年

t/年

単位 頻度 想定値

t/年
プロジェクト実施後のバイ
オマス固形燃料使用量

A
木質チップ供給会社からの納品
書より把握する

月 311.0

kL/年

kL/年FPJ,transport,feedstock
プロジェクト実施後のバイ
オマス原料の運搬における
燃料使用量

C
走行距離及び使用車両、燃料、
積載率の変更の有無を確認して
把握する

年 0.9

走行距離、使
用車両等は事
業者よりヒア
リングで確認

FPJ,biosolid

FPJ,transport,biosolid
プロジェクト実施後のバイ
オマス固形燃料の運搬にお
ける燃料使用量

C
走行距離及び使用車両、燃料、
積載率の変更の有無を確認して
把握する

年 0.0

走行距離、使
用車両等は事
業者よりヒア
リングで確認

PVPJ バイオマス固形燃料使用量 A
木質チップ供給会社からの納品
書より把握する

月 311.0
過去のチップ
使用量実績

ELPJ,axuiliary
プロジェクト実施後の追加
設備における電力使用量

C データロガーにより把握する。 月 32,439
データロガー
から出力した
過去の実績値

モニタリング項目 モニタリング方法 プロジェクト計画での想定

備考

記号 定義 分類 概要 根拠



（２）係数（単位発熱量、排出係数、エネルギー消費効率、物性値等）

概要

GJ/kL

%

tCO2/GJCEFPJ,transport,biosolid

プロジェクト実施後のバイ
オマス固形燃料の運搬に使
用する燃料の単位発熱量当
たりのCO2排出係数

Ⅲ

WFCPJ,biosolid

プロジェクト実施後のバイ
オマス固形燃料の含水率
（湿量基準）

% Ⅲ

CEF PJ,transport,feedstock

モニタリング項目 モニタリング方法 プロジェクト計画での想定

備考

記号 定義 単位 分類 頻度 想定値 根拠

HVPJ,transport,biosolid

プロジェクト実施後のバイ
オマス固形燃料の運搬に使
用する燃料の単位発熱量

Ⅲ デフォルト値(軽油)を使用する 年 38.0 デフォルト値

HVPJ,transport,feedstock

プロジェクト実施後のバイ
オマス原料の運搬における
燃料の単位発熱量

Ⅲ デフォルト値(軽油)を使用する 年 38.0 デフォルト値GJ/kL

デフォルト値(軽油)を使用する 年 0.0689 デフォルト値

 εBL
ベースラインの対象設備の
エネルギー消費効率

Ⅱ カタログ値を使用する
プロジェクト

開始時

0.0689 デフォルト値

デフォルト値を使用する。
プロジェクト

開始時 55.0 デフォルト値

プロジェクト実施後のバイ
オマス原料の運搬に使用す
る燃料の単位発熱量当たり
のCO2排出係数

tCO2/GJ Ⅲ デフォルト値(軽油)を使用する 年

デフォルト値

デフォルト値

デフォルト値を使用する。
（全電源）

83.3 カタログ値

0.000554 デフォルト値年

年 0.0686CEFBL,fuel

ベースラインの対象設備で
使用する燃料の単位発熱量
当たりのCO2排出係数

tCO2/GJ Ⅲ
デフォルト値を使用する。

（灯油）

CEFelectricity,t 電力のCO2排出係数 tCO2/kWh Ⅲ

16.6HVPJ,biosolid,dry
プロジェクト実施後のバイ
オマス固形燃料の絶乾ベー
スの単位発熱量

% Ⅲ
デフォルト値を使用する。

（特定できない樹木）
プロジェクト

開始時



（１）計量器の概要

①特定計量器の場合

②特定計量器以外の計量器の場合

（２）モニタリングポイント

※1 モニタリングポイントは(2)と整合する番号を記載すること。

注）計量器によるモニタリングポイントを図示すること。必ずしも個別項目ごとに図を
　　作成する必要はなく、一つの図で全てのモニタリングポイントを示してもよい。
　　複数の図を作成する場合は、記入枠を必要に応じてコピーすること。

モニタリング項目 計量器の校正方法の説明

A.4.2　計量器を用いたモニタリング（分類Ｂ）に関する説明

検定の有効期限モニタリング項目

注）A.4.1（１）においてモニタリング分類Ｂ(計量器)を使用する場合の計量器について
　　説明すること。

計量器の種類
モニタリング
ポイント ※1

計量器の種類
モニタリング
ポイント ※1



　

（推定・概算方法）

（モニタリングポイント）

A.4.3　概算等に基づくモニタリング方法（分類Ｃ）に関する説明

モニタリング項目



A.4.4　係数(単位発熱量、排出係数、効率等)の実測方法に関する説明

モニタリング項目


